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■就職率　　　　　　　　： 100

平成31年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
広島西医療センター、岩国市医療センター医師会病院、中国
労災病院、廣島総合病院、周東総合病院、岩国中央病院　他

（平成30年度卒業者に関する令和元年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

：

■中退防止・中退者支援のための取組
適宜個人面接を実施し、状況に応じて非常勤講師や保護者とも連絡をとりながら中退防止に努めている。スクールカウンセラーの協力も得
ながら中退防止に取り組んでいる。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
①奨学生制度の結果による授業料免除有。②ＹＭＣＡ奨学金制度（入学後の不慮の事態により学業継続が困難になった学生に対し奨学金
を給付または貸与する）。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
　6名利用有

第三者による
学校評価

就職等の
状況※２

■就職指導内容
担任との就職面接を適宜行い、2年次には卒業生対象に就職ガイ
ダンスを実施している。就職試験前には面接指導等を行う。

■卒業者数　　　　　　　： 28

■就職希望者数　　　　： 27

■主な就職先、業界等（平成30年度卒業生）

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

平成30年4月1日時点において、在学者44名（平成30年4月1日入学者を含む）

96.4
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 27 人

平成31年3月31日時点において、在学者43名（平成31年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

進路変更、体調不良、学習意欲の低下、成績不振、家庭の事情など

卒業・進級
条件

在学年限内に68単位2190時間の授業科目の単位修得の認
定を受け、出席日数が出席すべき日数の2/3以上の者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 学生自治会組織・各種ボランティア活動への参加・学校祭の

実行委員会、サークル活動等。サークル活動は、英会話・茶
道・トーンチャイム等。

適宜個人面接を実施し、状況に応じて保護者とも連絡をとり
ながら指導を行っている。スクールカウンセラー制度も取り入
れ学生支援を行っている。 ■サークル活動： 有

長期休み
■夏　 季：7月下旬～8月下旬
■冬　 季：12月下旬～1月上旬
■春　 季：3月下旬～4月上旬

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
科目試験・実習の成績、履修状況、その他の方法に基づいて行
う。成績基準はA：80～100点、B：70点～79点、C：60点～69点、
D：60点未満。A・B・Cは合格、Dは不合格。

80人 33人 0人 8人 49人 57人

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 2190時間 1320時間 150時間 720時間

認定年月日 平成28年2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 看護学科
平成12年文部科学省

告示第15号

学科の目的
保健医療および福祉に関する専門的知識と技術を教授し、キリスト教精神に基づき豊かな人間性を培い、地域の保健・医療・福祉の向上に貢献できる
人材を育成する。

082-228-2266
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人広島ＹＭＣＡ学
園

昭和42年3月22日 松井　敏
〒730-8523
広島県広島市中区八丁堀７－１１

（電話）

岩国ＹＭＣＡ国際医療福
祉専門学校

平成10年3月31日 江見　享子
〒740-0018
山口県岩国市麻里布町２－６－２５

（電話） 0827-29-2233

（別紙様式４）

令和元年8月1日※１
（前回公表年月日：平成30年8月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

http://iwakuni-ymca.jp/


種別

①

①

③

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

急速な少子高齢化の進展、医療技術の進歩の中で看護師への社会のニーズは多様化してきている。その中で安全で質の高い看護
を提供することはもとより、社会の変化にも対応していける看護師を育成していくことができるよう、実習施設や地域福祉活動の関係
者それぞれの立場から意見をいただき、教育課程の編成に反映をしていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程編成委員会は、学校関係者、企業・団体等の役職員で組織し、年2回程度の委員会を開催している。委員の入れ替えも適
宜行い、委員からの新しい意見等を参考にしている。教育課程編成委員会で聴取した意見は、学内の最高決定機関である運営会議
で検討し、決定した内容を学科会議にてさらに検討を重ね、教育課程の改善を図っている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
平成31年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

安永　彰子 岩国市医療センター医師会病院　看護部長
平成31年4月1日～令和3年3
月31日（2年）

岡﨑　由起
平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

村岡　恒信

沖島　均 岩国YMCA国際医療福祉専門学校　事務長
平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

藤中　優子

岩国市地域福祉活動計画策定推進委員会　委員
長

岩国YMCA国際医療福祉専門学校　保健看護
学科　学科長

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

福水　美恵
岩国YMCA国際医療福祉専門学校　特別顧問
兼校長補佐

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

江見　享子
平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

岩国市健康福祉部健康推進課

岩国YMCA国際医療福祉専門学校　校長

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

平成30年度の開催日時は以下のとおりです。

矢野　結花
岩国YMCA国際医療福祉専門学校　看護学科
学科長

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
教育現場と臨地との情報交換を密にし、実習目標を到達させるため、教育内容や指導方法について相互意見交換をし、質の高い教
育を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
担当教員は病院等と各実習前の実習指導者会議、実習期間中の滞在および訪問、実習後の評価・反省等を繰り返し、病院等との
連携を深めている。また実習中に出た課題等については早期解決に向けてお互いが協力し実習等の内容の充実を図っている。

（開催日時）
第１回　平成30年6月28日（木）　15：00～16：40

第２回　平成31年1月29日（火）　14：55～16：30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
教育課程の工夫、国家試験対策、臨地実習、学生募集など、委員からのさまざまな意見については学科会議で検討を行い、可能な
ものは反映させている。行政や業界の最新の動向について情報の共有を行っている。



（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

老年看護学実習
老年期の対象を総合的に理解し、健康上の問題を持つ個人お
よび家族の看護が実践できる能力を養う。

周東総合病院、特別養護老人ホーム
ゆうあいホーム

小児看護学実習
小児期の対象を理解し、健康上の問題を持つ個人および家族
の看護が実践できる能力を養う。

周東総合病院、柳井医療センター、岩
国市立えきまえ保育園、岩国市立か
わしも保育園

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

基礎看護学実習
基礎分野・専門基礎分野・専門分野Ⅰの学習を基盤にして、看
護を提供するための基礎的能力を養う。看護過程の展開方法
を学ぶ。

周東総合病院、岩国中央病院

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

「教職員研修規程」に基づいて各教職員の専門分野の知識・技術の向上および教育力の向上を図り、質の高い教育実践
を目指すために研修の計画を行う。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

母性看護学実習
妊娠・分娩・産褥・新生児期における特徴を理解し、母児および
その家族への看護が実践できる能力を養う。

周東総合病院、岩国病院、こども館、
田中病院

精神看護学実習
精神に障害を持つ対象を理解し、健康上の問題を持つ個人およ
び家族の看護が実践できる能力を養う。

柳井病院、よこやま工房

②指導力の修得・向上のための研修等

「対人関係を苦手とする学生への対応」　講師：山口県立大学　看護栄養学部看護学科　准教授　吉兼伸子（令和元年8
月20日）　他

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校の教育活動その他の学校運営の状況に係る評価を行うため、学校関係者評価委員会を設置し、教育活動や学校運
営を評価することにより、より良い学校づくりに取り組む。委員会は、教育活動、学校運営に関すること及びその他の自己
評価結果の評価を行う。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

「敗血症患者の評価と対応」　講師：自治医科大学附属さいたま医療センター副センター長　讃井將満　（平成30年7月28日）
「就職後のリアリティショックを乗り越えるために医療安全をどう教えるか」　講師：杏林大学　名誉教授　川村治子　（平成30年10月27
日） 他

②指導力の修得・向上のための研修等

「自分の特性を知り、よりよい教育ぬつなげるには」　講師：臨床心理士・学校心理士　玉田和子（平成30年12月27日）　他

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
「脳神経疾患における画像読影のポイントち看護への生かし方・役立て方」　講師：奈良県立医科大学脳神経外科病院　教授　朴永
銖　（令和元年6月9日）　／　「消化器外科手術の基礎と術後管理のポイント」　講師：名古屋徳洲会総合病院　外科・緩和ケア外科
部長　坂本雅樹　（令和元年7月27日）　他

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

（９）法令等の遵守 （９）法令遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生募集
（８）財務 （８）財務



種別

卒業生保護者

卒業生

企業等委員

企業等委員

企業等委員

高重　美智子

半田　達也

江見　享子

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価委員会で出た意見は学校内の運営会議等で情報を共有している。委員会では学校運営、学生生活、学
生募集、地域貢献について建設的な意見をいただき取り組めるものから優先的に改善に努めている。委員の入れ替えも
適宜行い、委員からの新しい意見等を学校運営に反映している。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　平成31年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

金澤　暁民
岩国YMCA国際医療福祉専門学校　自己点
検・自己評価委員会　委員長

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

沖島　均 岩国YMCA国際医療福祉専門学校　事務長
平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

宇都宮　幹二 医療法人社団清風会　管理本部総務課長 平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

福水　美恵
岩国YMCA国際医療福祉専門学校　特別顧問
兼校長補佐

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

白銀　優子

津川　智一

岩国中央病院　総看護部長

岩国市医療センター医師会病院　事務部長

平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）
平成31年4月1日～令和3年3
月31日（2年）
平成31年4月1日～令和3年3
月31日（2年）
平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）
平成30年4月1日～令和2年3
月31日（2年）

岩国みなみ病院　看護師長

介護老人保健施設　みどり荘　事務長

岩国YMCA国際医療福祉専門学校　校長

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校に関係のある病院・施設等の関係者が本校について理解し、連携および協力を図っていくために、本校の教育理念や教育目的
等をはじめとした学校運営についての情報を可能な限り提供する。必要な情報については、「専門学校における情報提供等への取
組に関するガイドライン」の項目に従い、本校のHPに公開している。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 （１）学校概要、目標及び計画

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
ホームページ
URL:http://iwakuni-ymca.jp/content/pdf/koukai/gakkoukankeihyouka.pdf

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
URL:http://iwakuni-ymca.jp/disclosure.html

（８）学校の財務 （８）学校の財務
（９）学校評価 （９）学校評価
（１０）国際連携の状況 （１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 （５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 （６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 （７）学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育 （２）学科情報
（３）教職員 （３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・実践的職業教育

http://iwakuni-ymca.jp/content/pdf/koukai/gakkoukankeihyouka.pdf
http://iwakuni-ymca.jp/disclosure.html
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○ 倫理学

保健・医療・福祉に携わる者としての倫
理的規範を理解すると共に人間尊重の態
度を身につける。
ボランティアについて理解し、日常生活
に活かすことができる。

前 〇 ○ ○

○ 国語表現
論理的思考の基礎を学ぶ。
文章の読解力、表現力、書く力を身につ
ける。 前 〇 ○ ○

○ 社会学
人間を取り巻く社会的要因を知り社会の
一員としての人間を理解すると共に多様
な社会の中で幅広いものの見方ができる
能力を学ぶ。

前 〇 ○ ○

○ 人間関係論

人間の心理や行動のしくみとその背景を
理解し、人間関係にとって基本的な事柄
を学ぶ。
カウンセリングについての基本的知識を
習得し、看護場面におけるカウンセリン
グ技法を身につける。

後 〇 △ ○ ○

○ 情報科学
情報社会に対応できるようコンピュー
ターの基礎的知識ならびに統計処理の基
礎を身につける。 前 〇 △ ○ ○

○ 基礎英語
医療、看護の国際化にともない英語によ
るコミュニケーションに必要な基礎能力
を身につける。 前 〇 ○ ○

○ 看護英語 英語で書かれた看護に関する文献や医学
用語を学ぶ。 前 〇 ○ ○

○ 解剖生理学
人体の構造と機能を系統立てて理解し、
病態生理学を理解するための基礎的知識
を身につける。 前 ○ ○ ○

○ 病理学
病因と病変の特徴を理解し、生体に現れ
る病変の成り立ちを構造と機能面から学
ぶ。 前 ○ ○ ○ ○

○
病態生理学
Ⅰ
（呼吸器・
循環器）

呼吸器・循環器機能を障害された疾患の
病態生理、治療、検査について学び、身
体的アセスメントができる基礎的知識を
習得する。

前 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成31年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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・
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連
携



○

病態生理学
Ⅱ
（運動器・
脳神経・血
液）

運動器・脳神経系・血液機能を障害され
た疾患の病態生理、治療、検査について
学び、身体的アセスメントができる基礎
的知識を習得する。

1
後
30 1 ○ ○ ○

○

病態生理学
Ⅲ
（消化器・
内分泌・免
疫）

消化器・内分泌系・免疫系機能を障害さ
れた疾患の病態生理、治療、検査につい
て学び、身体的アセスメントができる基
礎的知識を習得する。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○

病態生理学
Ⅳ
（腎泌尿
器・女性生
殖器・感覚
器）

腎泌尿器・女性生殖器・感覚器機能を障
害された疾患の病態生理、治療、検査に
ついて学び、身体的アセスメントができ
る基礎的知識を習得する。

1
後
30 1 ○ ○ ○

○
栄養学
（生化学を含
む）

人体の構成成分である化学物質の性状、
その分布及び代謝過程のメカニズムにつ
いて学ぶ。また、栄養素の体内における
消化、吸収代謝、生理的役割を学ぶと共
に食事療法の基礎を習得する。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○ 薬理学

薬物と生体との相互作用について基本的
知識を習得する。
また、各種疾患の薬物療法の実際と、薬
物の有害作用、薬物相互作用について学
ぶ。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○ 微生物学
微生物の特徴と生体に及ぼす影響を理解
し、その対応について学ぶ。

1
前
15 1 ○ ○ ○

○ 総合医療論
高度に進んだ医療技術とそれに対応した
医療倫理を学ぶと共に終末期における医
療・看護のあり方について学ぶ。

1
後
15 1 ○ ○ ○

○ 公衆衛生学
公衆衛生の基本的内容、生活者の健康増
進に対応した法制度および保健活動の進
め方について理解する。

2
前
15 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉
社会福祉の概念と変遷を学ぶと共に、社
会福祉と医療・社会保障の関連について
理解する。

2
前
30 1 ○ ○ ○

○ 関係法規
看護師に必要な法令について学び、医療
従事者としての業務と責務を学ぶ。

2
前
15 1 ○ ○ ○

○

看護学概論
Ⅰ
（看護の概
念・機能・役
割）

看護の概念と対象、看護の機能と役割を
理解する。人と環境、健康と看護の関わ
りについて理解する。医療安全と看護師
の責務について学ぶ。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○

看護学概論
Ⅱ
（看護理
論）

看護理論の学習を通して自己の看護観を
育てる。
クリティカルシンキングの方法を理解す
る。

1
後
30 1 ○ ○ ○



○

看護方法論
Ⅰ
（生活援助技
術）

日常生活の援助技術の基礎的知識を学習
し科学的根拠に基づいた看護技術を習得
する。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○

看護方法論
Ⅱ
（治療関連技
術、経過別看
護）

対象が診察、検査を受ける際に必要な診
療の援助技術を習得する。
各経過に応じた看護の特徴を理解する。

1
後
30 1 ○ ○ ○

○

看護方法論
Ⅲ
（ヘルスアセ
スメント）

対象者の健康状態を身体的・心理的・社
会的な状態からアセスメントすることの
重要性を学ぶ。さらに対象者の健康状態
を実際にアセスメントできる基本的技術
を習得する。

1
前
30 1 ○ △ ○ ○

○
看護方法論
Ⅳ
（看護過程）

NANDAの看護診断の概念を用いて看護過程
の展開を理解する。

1
後
30 1 ○ △ ○ ○

○

基礎看護技
術演習Ⅰ
（生活援助技
術）

看護方法論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの学習をもとに基
礎看護技術を実践する能力を養う。

1
前
45 1 ○ ○ ○

○

基礎看護技
術演習Ⅱ
（治療関連技
術）

看護方法論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの学習をもとに基
礎看護技術を実践する能力を養う。

1
後
45 1 ○ ○ ○

○
基礎看護学
実習

基礎分野・専門基礎分野・専門分野Ⅰの
学習を基盤にして、看護を提供するため
の基礎的能力を養う。看護過程の展開方
法を学ぶ。

1
後
90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学
概論

成人各期の対象の特徴を理解し、成人看
護の機能と役割について理解する。成人
保健の動向を理解し、疾病及び異常の発
生や予防の知識を学ぶ。また、成人看護
に必要な中範囲理論を学ぶ。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方
法論Ⅰ

主要症状に応じた看護を学ぶ。健康のレ
ベルに応じた看護（急性期）について学
ぶ。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方
法論Ⅱ

主要症状に応じた看護を学ぶ。健康のレ
ベルに応じた看護（回復期・慢性期・終
末期）について学ぶ。

1
前
・
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学
概論

老年期にある対象の身体的・精神的・社
会的特徴を理解する。
老年のライフステージとその健康課題を
理解する。
老化と加齢に伴う高齢者の健康状態の理
解を深め、老年看護の機能と役割を理解
する。
高齢者の人格と生命を尊重する態度を養
う。

1
前
15 1 ○ ○ ○



○
老年看護方
法論

高齢者の生命維持・健康生活維持のため
の看護実践について理解する。
高齢者の生活と基本的な日常生活の援助
方法を学ぶ。
健康障害をもつ高齢者と家族に対する看
護の方法を学ぶ。

1
後
60 2 ○ ○ ○ ○

○
小児看護学
概論

小児の健全な成長過程と、小児の特徴を
学ぶ。
小児看護の変遷と理念・目的を理解す
る。成長発達を支える、環境・保健・医
療・福祉に関わる看護の役割について学
ぶ。

1
前
30 1 ○ ○ ○

○
小児看護方
法論

小児各期の健康障害を持つ対象を理解
し、状態に応じた小児と家族に対する看
護を学ぶ。

1
後
60 2 ○ ○ ○ ○

○
母性看護学
概論

母性について理解し、母性を取り巻く社
会の変遷と現状をふまえ母性看護の機能
と役割を学ぶ。
女性の性と生殖に関する健康と権利を守
る観点から、ライフサイクルに応じた対
象を理解し、健康の維持、増進、疾病予
防を目的とした母性保健活動における看
護の役割を学ぶ。

1
後
30 1 ○ ○ ○

○
母性看護方
法論

周産期および新生児期における対象を理
解し、健全な母性機能を促すための看護
を学ぶ。

1
後
60 2 ○ ○ ○

○
精神看護学
概論

精神看護の概念や精神障害者の問題と社
会背景について学ぶ。
人の成長発達の過程や社会的状況の中で
生じる危機に対する看護を学ぶ。

1
前
15 1 ○ ○ ○

○
精神看護方
法論

主な精神障害とその病態を学ぶ。看護
師・患者関係の成立・発展の必要性を理
解し、健康障害の状態に応じた援助方法
を学ぶ。

1
後
60 2 ○ ○ ○

○
成人看護学
実習

成人期の対象を総合的に理解し、健康上
の問題を持つ個人および家族の看護が実
践できる能力を養う。

2
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学
実習

老年期の対象を総合的に理解し、健康上
の問題を持つ個人および家族の看護が実
践できる能力を養う。

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○
小児看護学
実習

小児期の対象を理解し、健康上の問題を
持つ個人および家族の看護が実践できる
能力を養う。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○



○
母性看護学
実習

妊娠・分娩・産褥・新生児期における特
徴を理解し、母児およびその家族への看
護が実践できる能力を養う。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○
精神看護学
実習

精神に障害を持つ対象を理解し、健康上
の問題を持つ個人および家族の看護が実
践できる能力を養う。

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○
在宅看護概
論

在宅看護の必要性と対象、変遷、制度に
ついて理解する。在宅看護の活動の場と
役割を理解する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○

在宅看護方法
論Ⅰ
（在宅看護技
術）

在宅看護の方法を理解するとともに在宅
看護の技術を習得する。
在宅看護に関連する保健・医療・福祉と
の連携の必要性および在宅援助体制につ
いて理解する。

1
後

30 1 ○ ○ ○ ○

○
在宅看護方法
論Ⅱ
（看護過程）

在宅看護の方法を理解するとともに在宅
看護の技術を習得する。

1
後

15 1 △ ○ ○ ○ ○ ○

○ 看護研究
看護における研究の意義や方法について
理解する。看護を研究的視点でとらえる
ことのできる態度を身につける。

2
前

30 1 ○ △ ○ ○

○

看護管理学
（医療安全・
国際看護・看
護管理）

諸外国が抱える看護問題を理解し、看護
師として果たす役割を理解する。

医療事故のシミュレーション体験を通し
て自己の行動をメタ認知し、医療事故防
止について理解する。チーム医療及び他
職種との協働で看護師としてのメンバー
シップ及びリーダーシップを理解する。

2
後

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 災害看護
災害直後から支援のため看護の基礎知識･
技術を習得する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
看護技術統合
演習

事例を用いた技術演習を行うことで状況
に応じた看護技術の実践ができる能力を
身につける。

2
前

45 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
在宅看護論
実習

地域および在宅において、対象および家
族の状態に応じた看護が実践できる能力
を養う。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 総合実習

複数の事例を体験し、総合的な判断能力
を養う。他職種との協働の中で看護師と
しての役割を学び、幅広い視点から患者
をとらえて、その場に適切な対応ができ
る能力を養う。患者の１日の変化を把握
し看護について学ぶ。

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○

５４　　　科目 ２１９０単位時間(    ６８  単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

所定の修業年限以上在学し、必要単位を修得して課程を修了したと認められることを
卒業要件とする。履修方法は各関係法律および関係法令の定めによるものとする。

１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 24週

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計




